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■特集
「東北ブロック現地検討会を実施」

販売課

■美しい森
も

林
り

づくり
「遊々の森における

森林づくりと体験学習について」
三八上北森林管理署

■我が署の隠れた名所
米代東部森林管理署

「青様山」

（写真は盛岡署管内国有林でのハーベスタによる玉切りの実演）

開会で挨拶する林野庁研究・保全課

佐藤課長補佐

東北ブロック現地検討会を最上支署管内「山形モデル林」で開催（詳細は２頁で紹介）
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特集コーナー

林
の
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
」、
林

業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

松
隅
主
任
安
全
管
理
士
に
よ
る
「
高
性

能
林
業
機
械
の
安
全
な
使
い
方
」、
東

北
森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
佐
々
木
企

画
官
に
よ
る
「
東
北
森
林
管
理
局
生
産

請
負
事
業
実
行
結
果
」
の
講
演
が
あ
り
、

山
形
モ
デ
ル
林
の
実
証
試
験
に
導
入
さ

れ
て
い
る
作
業
シ
ス
テ
ム
の
高
い
生
産

性
、
高
性
能
林
業
機
械
の
安
全
性
と
注

意
点
、
高
性
能
林
業
機
械
の
普
及
状
況

と
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

午
前
は
、
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ
で
主
催

者
の
日
本
森
林
技
術
協
会
加
藤
専
務
、

林
野
庁
研
究
・
保
全
課
佐
藤
課
長
補

佐
、
東
北
森
林
管
理
局
奥

屋
販
売
課

長
の
三
氏
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、
岩
手

大
学
澤
口
教
授
に
よ
る
「
山
形
モ
デ
ル

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日
（
水
）

最
上
支
署
管
内
に
お
い
て
日
本
森
林
技

術
協
会
と
当
森
林
管
理
局
の
共
催
に
よ

る
「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
現
地
協
議
会
」
が
、
東
北
五
県
の
民

有
林
・
国
有
林
関
係
者
九
十
七
名
の
参

加
の
下
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
現
地
協
議
会
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
林
野
庁
補
助
事
業
で
日

本
森
林
技
術
協
会
が
実
証
試
験
、
技
術

者
育
成
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
「
山

形
モ
デ
ル
林
」
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
山
形
モ
デ
ル
林
」
は
、
最
上
支
署

が
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
し
て
い
る
国
有
林

で
、
林
野
庁
補
助
事
業
「
低
コ
ス
ト
作

業
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
の
全
国
十
一

箇
所
の
モ
デ
ル
林
の
一
つ
と
し
て
設
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

販
　
売
　
課

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
現
地
検
討
会

―
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
―

午
後
か
ら
は
、「
山
形
モ
デ
ル
」
と

な
っ
て
い
る
舟
形
町
の
国
有
林
に
会
場

を
移
し
、
最
上
支
署
長
の
概
要
説
明
の

後
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
（
巻
揚
機
付
）、
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
を
主
体
と

す
る
車
両
系
作
業
シ
ス
テ
ム
や
グ
ラ
ッ

プ
ル
機
能
付
き
バ
ケ
ッ
ト
（
ザ
ウ
ル
ス

ロ
ボ
）
に
よ
る
低
コ
ス
ト
作
業
路
作
設

の
実
演
を
見
学
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
各
工
程
の
よ

り
一
層
の
高
効
率
化
の
必
要
性
等
を
確

認
し
て
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

参加者からは具体的な質問が

ザウルスロボによる実演

グラップル（巻揚機付）での集材実演
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コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
導
入
の
メ
リ
ッ

ト
の
説
明
が
あ
り
、
午
後
か
ら
は
、
生

産
請
負
現
場
に
移
動
し
、
現
地
概
要
説

明
の
後
、
作
業
路
等
に
沿
っ
て
五
ｍ
幅

伐
採
十
ｍ
幅
残
存
の
列
の
配
置
及
び
ハ

ー
ベ
ス
タ
等
を
用
い
た
作
業
の
実
演
を

見
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
、
高
性

能
林
業
機
械
の
生
産
性
を
高
め
る
た
め

の
作
業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
、
盛
岡
森
林
管
理
署
主

催
の
現
地
検
討
会
が
北
上
川
上
流
流
域

森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
東
北

森
林
管
理
局
、
青
森
事
務
所
共
催
の
も

と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
開
催
は
、
北
上
川
上
流
域
の

間
伐
を
推
進
し
、
森
林
整
備
を
進
め
る

た
め
に
列
状
間
伐
と
高
性
能
林
業
機
械

を
組
み
合
わ
せ
た
「
低
コ
ス
ト
・
高
効

率
な
間
伐
シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
た
も
の
で
、
岩
手
県
、
市
町
村
、

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
東
北
育
種
場
、
林

業
関
係
者
及
び
県
内
森
林
管
理
（
支
）

署
か
ら
関
係
者
八
十
六
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

午
前
中
は
、
八
幡
平
市
友
好
都
市
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二
村
盛
岡
森

林
管
理
署
長
挨
拶
の
後
、
「
列
状
間

伐
・
低
コ
ス
ト
作
業
路
に
よ
る
ト
ー
タ

ル
縮
減
の
考
え
方
」
に
つ
い
て
、
東
北

森
林
管
理
局
森
林
整
備
部
佐
々
木
企
画

官
よ
り
、
平
成
二
十
年
度
局
管
内
の
生

産
請
負
実
行
結
果
デ
ー
タ
を
基
に
、
低

高性能林業機械を用いた列状間伐箇所での検討会

間伐の低コスト化に向けた現地での検討会の様子

十
一
月
五
日
、
む
つ
市
田
名
部
の
国
有

林
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ

ム
の
普
及
定
着
を
図
る
た
め
、
当
署
と

下
北
流
域
森
林
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
現
地
検
討
会
は
東

北
森
林
管
理
局
、
民
有
林
・
国
有
林
技

術
交
流
会
と
の
共
催
で
も
あ
っ
た
た

め
、
県
内
各
地
か
ら
森
林
林
業
関
係
者

約
九
十
名
が
参
集
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
検
討
会
の
内
容
は
①
高
性
能
林

業
機
械
を
導
入
し
た
列
状
間
伐
、
②
低

コ
ス
ト
作
業
路
の
作
設
に
お
け
る
現
地

視
察
な
ら
び
に
意
見
交
換
会
で
し
た
。

具
体
的
に
は
、（
有
）
名
久
井
林
業
に

協
力
い
た
だ
き
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
と
フ

ォ
ワ
ー
ダ
の
組
合
せ
に
よ
る
効
率
的
な

間
伐
作
業
を
目
指
し
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
ま
た
、
列
状
間
伐

と
高
性
能
林
業
機
械
と
の
作
業
仕
組
み

を
紹
介
し
た
あ
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

現
地
で
は
ス
ギ
の
人
工
林
に
お
い

て
、
二
列
伐
採
し
て
四
列
残
す
「
二
伐

四
残
」
を
採
用
。
伐
倒
木
を
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
の
ア
ー
ム
で
つ
か
み
、
そ
の
ま
ま

枝
払
い
し
た
う
え
で
、
決
め
ら
れ
た
長

さ
の
丸
太
に
切
断
し
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
で

搬
出
。
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
の
ロ
ン
グ
ア
ー

ム
を
使
っ
た
技
術
も
加
え
、
一
連
の
行

程
を
紹
介
し
ま
し
た
。

列
状
間
伐
は
、
定
性
間
伐
に
比
べ
る

と
、
①
選
木
が
容
易
、
②
か
か
り
木
処

理
の
減
少
、
③
木
寄
せ
・
集
材
の
効
率

化
、
④
作
業
の
安
全
性
向
上
、
⑤
残
存

木
の
損
傷
が
少
な
い
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
る
た
め
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し

や
す
く
、
ま
た
、
伐
採
し
た
木
を
よ
り

低
コ
ス
ト
で
早
く
搬
出
で
き
る
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
東
北

森
林
管
理
局
の
担
当
者
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
「
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た

作
業
仕
組
み
の
現
地
検
討
会
」
は
流
域

管
理
シ
ス
テ
ム
を
一
層
推
進
す
る
た
め

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
下
北
地
域
は
地
理

的
要
因
に
よ
り
輸
送
コ
ス
ト
が
か
か
り

効
率
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
国
有
林
が
先
導
的
に
取
り

組
み
、
下
北
流
域
に
お
け
る
林
業
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

各
県
で
開
催

「
間
伐
（
列
状
間
伐
）
技
術
検

討
会
」
の
開
催

盛
岡
森
林
管
理
署

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
作
業
仕

組
み
を
下
北
に
検
討
！

下
北
森
林
管
理
署
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遊々の森における森林づ
くりと体験学習について

三八上北森林管理署

本
年
三
月
十
一
日
に
当
署
と
青
森
県

立
三
本
木
高
等
学
校
・
附
属
中
学
校

は
、
奥
入
瀬
渓
流
近
隣
の
国
有
林
を
対

象
地
と
し
た
遊
々
の
森
（
名
称：

三
本

木
夢
と
生
命

い
の
ち

の
森
）
の
協
定
を
締
結
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
の
活
動
内
容

を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
計
画
や

将
来
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。六

月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
三
日

間
、
初
め
て
の
活
動
と
し
て
、
各
学
年

が
一
日
ず
つ
、
ブ
ナ
の
苗
木
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。

初
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
長
谷
川

校
長
か
ら
「
十
年
後
や
百
年
後
の
こ
と

を
考
え
な
が
ら
、
一
生
懸
命
に
植
樹
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
、
田
尻
署
長
よ
り
、「
こ

の
場
所
が
森
林
に
な
れ
ば
、
豊
か
な
水

が
奥
入
瀬
川
か
ら
海
に
流
れ
多
く
の
生

命
を
育
む
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
生
徒
会
長
の
奈
良
君
が
、

「
第
一
期
生
の
私
た
ち
と
一
緒
に
大
き

く
育
つ
よ
う
に
願
い
な
が
ら
、
環
境
保

護
と
は
何
か
を
考
え
て
植
え
ま
し
ょ

う
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

植
樹
で
は
、
初
め
て
手
に
す
る
唐
鍬

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え

て
い
き
、
今
年
度
予
定
し
た
約
一
ha
の

面
積
に
三
千
本
の
ブ
ナ
の
苗
木
を
植

え
、
最
後
に
「
三
本
木

夢
と
生
命

い
の
ち

の

森
」
と
記
し
た
看
板
の
前
で
記
念
撮
影

を
し
ま
し
た
。

秋
の
活
動
で
は
、
十
月
六
・
七
日
に
、

春
に
植
え
た
ブ
ナ
の
苗
木
の
手
入
れ
の

た
め
、
手
鎌
を
用
い
て
の
下
草
刈
り
や

ブナの苗木を丁寧に植えました

植栽後の記念撮影

遊
歩
道
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
近
く
に
あ
る
「
日
本
一
の
ブ
ナ

の
巨
木
」
を
見
学
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

巨
大
さ
や
自
然
の
雄
大
さ
・
神
秘
さ
に

圧
倒
さ
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

遊
々
の
森
は
、
十
和
田
市
か
ら
十
和

田
湖
方
面
へ
向
か
う
国
道
一
〇
二
号
線

の
奥
入
瀬
バ
イ
パ
ス
沿
い
に
あ
り
、
ア

ク
セ
ス
が
良
い
こ
と
か
ら
、
ブ
ナ
が
大

き
く
成
長
し
た
姿
を
い
つ
で
も
自
由
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
引
き
続
き
ブ
ナ
の
苗
木
を

植
え
る
ほ
か
、
下
草
刈
り
・
枝
打
・
間

伐
等
の
林
業
体
験
を
行
い
、
さ
ら
に
体

験
学
習
と
し
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
・
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
、
様
々
な
行
動

を
展
開
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
、
手
作
り
の

野
外
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
、
ブ
ナ
の
森
に

囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

野
外
演
奏
会
を
開
き
た
い
と
い
う
夢
が

あ
る
そ
う
で
す
。

遊
々
の
森
に
か
か
る
地
拵
経
費
や
苗

木
代
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
「
三
菱

Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財
団
」「
十
和
田
市
緑
化

推
進
委
員
会
」「
後
援
会
」「
同
窓
会
」

等
か
ら
、
来
年
度
以
降
は
、「
オ
イ
ス

カ
」「
国
土
緑
化
推
進
機
構
」「
青
森
県
」

「
日
教
弘
青
森
県
支
部
」
等
の
支
援
も

い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
展
開
し
て
い

く
計
画
で
あ
り
、
当
署
と
し
て
も
、
最

大
限
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ブナの巨木を見学

～三本木 夢と生命
いのち

の森～
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コラム【森のお話】

「
広
葉
樹
林
化
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
、
新
た
な
森
林
・
林
業
基
本
計
画
と
、

そ
れ
に
伴
う
新
た
な
林
業
政
策
の
中
で
出

て
き
ま
し
た
。
単
純
に
言
え
ば
、
針
葉
樹

人
工
林
を
再
び
広
葉
樹
林
に
戻
す
こ
と
を

「
広
葉
樹
林
化
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

背
景
に
は
ス
ギ
花
粉
症
や
行
き
過
ぎ
た

針
葉
樹
人
工
林
化
へ
の
批
判
、
各
県
で
の

環
境
税
導
入
の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
広
葉

樹
林
化
は
、
間
伐
手
遅
れ
林
分
を
強
度
に

抜
き
切
り
し
、
税
金
を
投
入
し
て
で
も
広

葉
樹
の
混
交
を
計
り
、
水
土
保
全
や
生
物

多
様
性
保
全
機
能
な
ど
、
森
林
の
多
面
的

機
能
を
維
持
し
た
い
と
い
う
各
県
の
姿
勢

の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、「
広
葉
樹

林
化
」
に
対
す
る
批
判
や
不
安
も
あ
る
こ

と
も
事
実
で
す
。
人
工
林
化
し
た
林
分
を

な
ぜ
広
葉
樹
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
、
本
当
に
広
葉
樹
林
化
で
き
る
の
か
、

専
門
家
で
な
く
て
も
疑
問
が
わ
き
上
が
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
先
入
観
を
持
た
ず
に
広

く
文
献
検
索
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ

て
き
た
広
葉
樹
林
育
成
に
関
連
す
る
様
々

な
文
献
数
の
変
遷
を
通
じ
て
「
広
葉
樹
林

化
」
の
新
た
な
視
点
を
整
理
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

検
索
に
は
、
タ
イ
ト
ル
、
著
者
名
、
キ

ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
文
献
を
検
索
す
る
こ

と
が
出
来
る
、
森
林
総
合
研
究
所
が
所
蔵

す
る
文
献
を
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、「
林

業
・
林
産
関
係
国
内
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
以
下F

O
L
IS

）
を
用
い
ま
し
た
。F

O
L
IS

の
収
録
誌
は
国
内
誌
が
中
心
で
、
検
索
に

使
っ
た
デ
ー
タ
は
一
九
七
八
年
か
ら
二
〇

〇
六
年
の
文
献
で
す
。
検
索
す
る
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
広
葉
樹
」
を
主
と
し
て
、
そ
の

他
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
の
組
み
合
わ
せ
で
行

い
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
文
献
数
か
ら
み
た
広
葉

樹
に
関
す
る
研
究
に
は
明
ら
か
に
流
行
り

廃
り
が
あ
り
、「
広
葉
樹
施
業
」
や
「
天
然

林
施
業
」
が
廃
れ
る
一
方
で
、
最
近
で
は

【森のお話】 

「
文
献
か
ら
広
葉
樹
林
化
を
考
え
る
」

森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
　
地
域
研
究
監
　
新
　
山
　
　
　
馨

森
林
総
合
研
究
所
　
　
　
森
林
昆
虫
領
域
　
小
　
川
　
み
ふ
ゆ

「
多
様
性
」
な
ど
の
論
文
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
（
下
図
）。

そ
れ

に
対
し
、「
不
成
績
造
林
地
」
や
「
間
伐
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
い
く
つ
か
の
ピ
ー

ク
を
示
し
な
が
ら
、
一
九
八
〇
年
代
以
降

と
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
文
献
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。「
広
葉
樹
林
化
」
そ
の
も
の
を
題

名
に
含
む
文
献
は
な
く
、
ヒ
ッ
ト
し
た
文

献
は
、
広
葉
樹
林
施
業
や
針
葉
樹
人
工
林

施
業
で
の
不
成
績
造
林
地
問
題
な
ど
、
広

葉
樹
に
関
わ
る
内
容
を
広
範
囲
に
含
む
も

の
で
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
変
遷
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
文
献
数
は
施
業
や
森
林
管
理
の

時
代
性
を
表
し
て
い
ま
す
。
拡
大
造
林
時

代
に
は
、
ブ
ナ
の
天
然
更
新
な
ど
の
更
新

問
題
が
目
立
ち
、
そ
の
後
に
は
不
成
績
造

林
地
の
問
題
が
編
著

に
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。
特
に
高
標
高
地
、

多
雪
地
、
サ
サ
密
生

地
な
ど
、
様
々
な
要

因
で
造
林
木
の
成
長

が
不
良
に
な
り
、
不

成
績
造
林
地
に
な
っ

た
と
こ
ろ
は
広
葉
樹

の
侵
入
が
多
く
、
結

果
と
し
て
文
献
数
が

多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
る
意
味
、
拡

大
造
林
は
広
葉
樹
林
の
更
新
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
試
し
た
実
験
と
も
解
釈
で
き
ま
す
。

ま
た
人
工
林
と
し
て
成
林
し
た
と
こ
ろ
も
、

実
は
下
刈
り
や
除
伐
で
広
葉
樹
林
化
を
防

い
で
い
た
だ
け
と
も
解
釈
で
き
ま
す
。
広

葉
樹
林
化
は
、
天
然
林
施
業
、
長
伐
期
施

業
、
複
層
林
、
従
来
通
り
の
人
工
林
施
業

な
ど
、
多
様
な
施
業
の
中
の
一
つ
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
林
分
で
広
葉
樹
林

化
を
行
う
の
か
（
事
前
評
価
）
や
、
経
過

の
検
証
、
失
敗
し
た
場
合
の
対
応
手
段
を

事
前
に
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
広
葉
樹
林
化
の
様
々
な
キ
ー
ワ

ー
ド
が
時
代
と
共
に
ど
の
よ
う
に
移
り
変

わ
る
の
か
見
守
り
な
が
ら
、
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図　文献キーワードの年代別変遷
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指
導
普
及
課

仁
別
森
林
博
物
館
に
お
け

る
活
動
報
告
会
を
開
催

秋
田
市
に
あ
る
仁
別
森
林
博
物
館

は
、
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、

天
然
秋
田
ス
ギ
の
展
示
紹
介
は
も
と
よ

り
、
新
に
森
林
鉄
道
車
両
の
展
示
や
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
拡
充
い
た
し
ま
し

た
。
同
時
に
来
館
者
に
対
し
、
森
林
・

林
業
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
博
物
館
で
の
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
行
う
な
ど
、
入
館
者
の
増
大
を

図
る
た
め
仁
別
森
林
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
案
内
人
会
を
発
足
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
昨
年
八
月
に
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル(

株)

が

林
野
庁
で

定
め
て
い

る
「
レ
ク

リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
森

サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
」

を
利
用
し

た
森
林
保

全
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

活
動
か
ら
二
年
目
と
な
っ
た
十
一
月

十
一
日
局
会
議
室
に
於
い
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
案
内
人
会
と
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

(

株)

秋
田
支
社
及
び
フ
ィ
ー
ル
ド
を
管

理
し
て
い
る
秋
田
森
林
管
理
署
の
出
席

冒頭平野計画部長から挨拶

参加者からは活発な意見が出されました

下
北
森
林
管
理
署

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
た

森
林
再
生
へ
の
取
組

十
月
二
十
八
日
、
む
つ
市
葉
色
山
国

有
林
に
お
い
て
、
採
草
放
牧
跡
地
の
笹

生
い
地
を
森
林
へ
再
生
す
る
試
み
と
し

て
、
当
署
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
・
環
境

サ
ポ
ー
ト
大
畑
な
ど
と
の
協
働
に
よ
る

「
佐
藤
ヶ
平
ブ
ナ
林
再
生
に
向
け
た
取

組
」
を
約
三
十
名
の
参
加
を
得
て
行
い

ま
し
た
。

採
草
放
牧
跡
地
は
約
21
ha
で
、
ブ
ナ

の
植
栽
後
に
返
地
を
受
け
ま
し
た
が
、

植
栽
木
は
生
育
し
て
い
る
も
の
の
、
一

部
雪
折
れ
や
カ
モ
シ
カ
に
よ
る
食
害
を

受
け
る
な
ど
再
生
へ
の
手
助
け
が
必
要

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
再

に
よ
り
、
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。報

告
会
で
は
、
平
野
計
画
部
長
が

「
昨
年
度
と
比
べ
今
年
は
入
館
者
が
減

少
し
て
い
る
。
今
年
度
の
活
動
報
告
や

来
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
意
見
を
頂

き
、
よ
り
す
ば
ら
し
い
博
物
館
と
自
然

休
養
林
を
築
き
あ
げ
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
秋
田
支
社
長
か

ら
は
「
昨
年
か
ら
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
、
当
社

の
製
品
を
作
る
上
で
水
は
重
要
で
あ

り
、
今
後
と
も
お
い
し
い
水
を
作
る
森

林
の
保
護
・
管
理
に
応
援
し
て
い
く
」

と
挨
拶
。
最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
案
内

人
会
会
長
が
「
昨
年
八
月
か
ら
三
者
に

よ
る
協
定
締
結
後
は
来
館
者
の
満
足
度

も
更
に
高
ま
っ
て
い
る
、
こ
れ
か
ら
も

入
り
込
み
者
増
加
の
た
め
活
動
し
て
い

く
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

早
速
報
告
会
に
入
り
、
各
者
か
ら
の

活
動
報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、「
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
林
道
の
整
備
を
し
て
ほ

し
い
」「
ク
ラ
フ
ト
作
製
の
材
料
を
確

保
し
て
ほ
し
い
」「
博
物
館
周
辺
の
環

境
整
備
の
充
実
」
な
ど
数
多
く
の
意
見

が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
れ
ら
意

見
を
参
考
に
し
、
三
年
目
と
な
る
来
年

の
活
動
へ
反
映
し
、
よ
り
よ
い
活
動
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ブナ林再生に取り組んでいる皆さん
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三
陸
北
部
森
林
管
理
署

労
基
署
、
林
災
防
と
の

合
同
安
全
指
導

十
一
月
五
日
（
木
）、
当
署
管
内
で

治山事業施工地における指導風景

生
の
取
組

を
始
め
、

こ

れ

ま

で
、
採
草

放
牧
跡
地

の
う
ち
約

1.5
ha
に
つ

い
て
、
ブ

ナ

の

植

栽
、
実
生

更
新
を
期
待
し
た
レ
イ
キ
掻
き
起
し
、

ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
外
保
護
具
の
設
置
な

ど
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
含
む
地
元
の
方
々
と
連
携

し
た
協
働
作
業
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
う
し
た
取
組
の
一
環
と
し
て
本
年

度
は
、
現
地
の
状
況
を
把
握
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ

と
協
働
の
う
え
、
①
平
成
十
九
年
度
に

設
置
し
た
ヘ
キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
の
半
数
を

幼
齢
木
ネ
ッ
ト
へ
張
替
、
②
残
り
の
ヘ

キ
サ
チ
ュ
ー
ブ
は
蒸
れ
防
止
の
た
め
ド

リ
ル
で
穴
を
開
け
る
、
③
ブ
ナ
植
栽
木

を
幼
齢
木
ネ
ッ
ト
で
保
護
す
る
と
い
っ

事
業
実
行
中
の
請
負
事
業
体
を
対
象

に
、
宮
古
労
働
基
準
監
督
署
及
び
林

業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会

岩
手
県
支
部
と
の
共
催
の
も
と
、
昨
年

に
引
き
続
き
合
同
安
全
指
導
を
実
施
し

ま
し
た
。

当
日
参
加
し
た
事
業
体
は
十
二
社
、

総
勢
二
十
六
名
。
午
前
は
、
宮
古
地
区

国
有
林
材
生
産
協
同
組
合
が
実
行
し
て

い
る
「
希
少
野
生
動
植
物
種
保
護
管
理

事
業
に
お
け
る
抜
伐
り
の
実
施
箇
所
」、

午
後
は
、
刈
屋
建
設
株
式
会
社
が
施
工

し
て
い
る
「
治
山
工
事
に
お
け
る
鋼
製

枠
谷
止
工
」
で
す
。

抜
伐
り
箇
所
で
は
、
傾
斜
が
二
十
五

度
を
超
え
る
急
傾
斜
地
を
全
員
が
汗
だ

直裁木をネットで保護

地元高校生による植樹

た
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現

地
の
状
況
か
ら
、
幼
齢
木
ネ
ッ
ト
設
置

箇
所
の
生
育
が
非
常
に
良
好
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
植
栽
木
の
保
護
を
行

う
場
合
に
は
、
こ
の
方
法
が
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
取
組
を
実
施
し
て
き
た
と

こ
ろ
は
僅
か
で
す
が
、
参
加
者
の
多
く

は
、
こ
の
取
組
が
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
の
み
な
ら
ず
、
地
元
大
畑
流
域
の
森

林
の
持
つ
水
源
か
ん
養
機
能
や
土
砂
流

出
の
防
備
機
能
な
ど
の
向
上
に
少
し
で

も
役
立
て
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
藤
ヶ
平
採
草
放
牧
跡
地
に

お
け
る
森
の
再
生
に
つ
い
て
は
、
地
元

大
畑
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
研
究
所
に
よ
る
植

樹
活
動
も
行
わ
れ
、
ヒ
バ
と
ブ
ナ
併
せ

て
二
百
本
の
苗
木
を
地
域
住
民
や
地
元

田
名
部
高
校
大
畑
校
舎
か
ら
三
年
生
が

参
加
し
植
栽
し
、
植
栽
木
の
生
長
を
観

察
し
、
効
果
的
な
再
生
方
法
の
研
究
を

行
う
な
ど
、
再
生
に
向
け
た
活
動
が
活

発
化
し
て
お
り
ま
す
。

く
に
な
っ
て
伐
採
現
場
ま
で
上
り
、
伐

倒
作
業
を
視
察
。
こ
の
現
場
で
は
、
①

岩
場
の
急
傾
斜
で
あ
り
、
伐
倒
木
の
転

落
の
外
、
作
業
者
の
転
落
も
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
作
業
当
日
の
体
調
を
把

握
し
作
業
配
置
を
指
示
す
る
こ
と
。
②

二
十
cm
程
度
の
小
径
木
の
列
状
間
伐
で

か
か
り
木
の
発
生
は
少
な
い
も
の
の
、

か
か
り
木
処
理
の
た
め
の
牽
引
ロ
ー
プ

等
は
、
い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
作

業
箇
所
の
適
宜
の
場
所
毎
に
設
置
す
る

こ
と
。
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し

た
。鋼

製
枠
谷
止
工
の
箇
所
で
は
、
鋼
製

枠
の
石
詰
め
作
業
を
視
察
。
こ
の
現
場

で
は
、
①
作
業
用
通
路
は
、
バ
ッ
ク
ホ

ー
等
の
重
機
が
稼
働
し
な
い
場
合
や
万

一
の
災
害
に
備
え
、
実
際
に
利
用
し
や

す
く
最
短
距
離
の
も
の
に
す
べ
き
。
②

施
工
箇
所
の
上
流
に
あ
る
堆
積
土
砂

は
、
ネ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
っ

て
お
り
、
ひ
と
目
で
の
状
況
確
認
は
困

難
な
た
め
、
休
日
明
け
や
雨
量
計
の
デ

ー
タ
等
か
ら
点
検
は
確
実
に
行
う
こ

と
。
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

当
署
管
内
で
は
こ
れ
ま
で
三
件
の
労

働
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
参
加
者
全

員
が
危
機
感
を
も
っ
て
安
全
活
動
を
充

実
す
る
と
心
に
刻
ん
で
予
定
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。
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～森の仲間の裏話　9～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　季節外れにヘビの話題。なかなか良い顔をしていると思うので
すが、好き嫌いは人それぞれで、嫌いな方にはすみません。 
　ヘビの目は閉じません。地中生活の時代に手足とともに、瞼も
退化したためで、正確には閉じっぱなしの瞼が透明になっていま
す。脱皮殻を見ると目にも皮があるのがわかります。脱皮が近づ
くと目も白く濁ります。 
　左の赤い蛇はジムグリの幼蛇（ようだ＝推測のようで困るので
すが）。少なくはありませんが、シャイなため、あまり見かける
ことはありません。一方、右の奴は相当少ないのか、はたまた大
変シャイなのか、ほとんど見ることができません。 
　12月、彼らはぐっすり眠りについていることでしょう。目を
開いて、いえ、閉じて。 

ヘ　ビ ヘ　ビ 

ヒバカリ 

ヤマカカシ 

各地からの便り

十
月
二
十
六
日(

月
）
当
署
管
内
の

「
風
の
松
原
」
に
お
い
て
、
一
般
市
民

を
対
象
と
し
た
体
験
林
業
を
開
催
し
ま

し
た
。

能
代
市
に
あ
る
「
風
の
松
原
」
は
約

七
六
○
ha
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

約
三
四
二
ha
を
国
有
林
が
占
め
て
お
り

ま
す
。
今
回
体
験
林
業
を
実
施
し
た
箇

所
は
米
代
川
河
口
右
岸
に
広
が
る
大
開

浜
国
有
林
で
、
こ
こ
は
樹
齢
二
十
五
年

前
後
の
林
分
が
多
く
、
過
密
な
林
分
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
被
圧
さ

れ
た
ク
ロ
マ
ツ
を
伐
採
す
る
除
伐
Ⅱ
類

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
、
署
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
新
聞
で
募
集
を
行
い
集
ま
っ
た

十
一
名
の
方
々
で
、
米
代
川
河
口
の
河

川
敷
に
集
合
し
、
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
秋
田
県
山
本
地
域
振
興
局
よ
り
用
具

を
借
り
て
作
業
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。

現
地
で
は
能
代
森
林
事
務
所
の
職
員

が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

数
本
伐
倒
す
る
の
を
見
学
し
て
か
ら
作

業
に
入
り
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た

方
々
は
前
年
も
来
ら
れ
た
方
が
多
く
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
ノ
コ
ギ
リ
を
使
用

し
、
六
cm
以
下
の
被
圧
さ
れ
て
い
る
ク

ロ
マ
ツ
を
伐
採
し
順
調
に
作
業
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

昨
年
は
降
雨
の
作
業
で
苦
労
し
た
こ

と
か
ら
当
日
も
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
曇
り
空
の
ま
ず
ま
ず
の
天
候
で
作

業
も
し
や
す
く
、
予
定
し
て
い
た
区
域

を
余
裕
を
持
っ
て
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
で
ク
ロ
マ

ツ
も
ど
ん
ど
ん
育
つ
だ
ろ
う
」
と
笑
顔

が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
開
浜
国
有
林
は
潮
害
防
備
保
安
林

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
昭
和
五
十
八
年

の
日
本
海
中
部
地
震
の
際
は
津
波
か
ら

能
代
市
の
向
能
代
地
区
を
守
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
市
民
の
た

め
の
松
原
と
し
て
大
切
に
守
り
育
て
て

行
か
な
け
れ
ば
行
け
な
い
と
再
認
識
さ

せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

天候にも恵まれ順調に進んだ今年の作業

風
の
松
原
で
体
験
林
業
を
実
施

米
代
西
部
森
林
管
理
署

青森事務所副所長 

小野　英典 
の ひで のり 

（青森県） 

50・ 4 
13・12 
18 ・４ 
20・ ４ 

札幌局治山課採用 
岩手南部署次長（湯田事務所長） 
東北局自然遺産保全調整官 
青森署次長 

計画課長 
じま やす お 

 ２ ・ ４ 
13・12 
16・ ４ 
19・11

農林水産省入省 
中部局治山第一課長 
林野庁計画課課長補佐 
派遣　林野庁計画課付 
インドネシア林業省 

新任者略歴 新任者略歴 紹  介 紹  介 （12月1日付け） 

企画調整室長 

谷　　秀治 
しゅう じ 

（広島県） 飯島　康夫 （栃木県） 

 ９ ・ ４ 
13 ・４ 
18 ・４ 
20・ ８ 

農林水産省入省 
林野庁木材課利用推進企画係長 
内閣府 地域再生事業推進室参事官補佐 
　〃　治山課森林土木専門官 
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津軽に住んでいると、この地方の方々が如
何に岩木山を好きか知らされます。地元紙を
広げれば岩木山の話題は尽きなく掲載され、
ラジオ放送は、岩木山の天候の状況にふれな
がら流れています。また、津軽にはこんな小
話があります。「岩木山は美しいというが、ど
こから見て一番美しいか、知っていますか？
みんな自分が住んでいる場所から見る岩木山
が一番で自分の方を見ていると言うが、違い
ますね。私は知っていますが、教えたことが
ない」「何処ですか」「それは内緒ですが、私
の庭からみた岩木山です」という話です。こ
れぐらい自分に引きつけて岩木山を語ってい
るのです。
岩木森林事務所は岩木山の東南側半分と中

村川源流部（約8900ｈａ）を抱えております
が、津軽の観光のシンボルとして気軽に自然
とふれあいながら森林浴も楽しみ、ブナ林の
素晴らしさを観察できることから、県内外か
ら多くの方々が訪れています。
過日、岩木山の麓を歩いていたら、一人の

女性（四十代）に声を掛けられました。「シャ
トルバスに乗り遅れて、岩木山の展望台（八
合目）に歩いて行きたいが、どの位かかりま
すか？」と聞かれた。そこからはとんでもな
い距離（約１５㎞）と時間がかかるため、急
遽、車で乗せて行くことにした。話を聞けば、
埼玉の方で、夕べ夜行バスに乗り、弘前駅前
でバスに乗り換えて当地に来たとのことでし
た。「前に一度来たら、岩木山がなんとも好き
になり、なぜか岩木山を急に見たくなってバ
スに飛び乗りました。本当に岩木山は素敵な
山ですね。」と言われて、我ながら大変うれし
くこんな旅行者もいるんだと思いました。

津軽森林管理署　

岩木森林事務所　戸田　泰文

霊峰岩木山の麓で
森林官からの投稿

今年のシルバーウィークには高速道路の千
円効果もあり、麓の温泉街の旅館は満杯であ
ったと報道されていました。また、来年の12
月には新幹線が青森まで来ることから今後ま
すます岩木山に多くの人たちが訪れるでしょ
う。
私も登山道の清掃に参加したり、旧暦の八

月朔日のお山参詣を陰からサポートするパト
ロールや岩木山の麓で行われるスキーマラソ
ン大会のお手伝いをして、岩木山が好きにな
りました。

ここ岩木山の麓にも、近年、大量のゴミが
棄てられるようになり、地元では、ボランテ
ィア団体が清掃活動などを行っています。
私たち国有林に働く者としても、このよう

な社会環境から、入林者に対しゴミを放置し
ないなどの入林マナーを守ってもらう呼びか
けを行っております。また、森林の整備を確
実にし、みんなに愛される山づくりを日々心
がけていきたと思います。
さて、岩木山が本当に一番美しいところは

どこでしょう。私の一番は官舎周辺から小学
校越しに見る岩木山です。

岩木山３合目付近にある「巨木の森」

旧暦の八月朔日（御来光）

弘前市内から見える岩木山



（見所の概要）
秋田県鹿角市十和田大湯の国有林にある青様山は、十和田湖の南側に位置し、米代川水系である大

湯川の大楽前沢支川と小根津塔沢支川の上流に位置する標高772.7mの小高い山です。標高はそんな
に高くはありませんが、周りは標高500m台の熊取平、田代平や大平などの台地があり、その台地の
中にひょっこり抜き出ている感じの山です。
登山道入口から20～30分位で頂上まで登れ、頂

上付近は高木が無いことから見晴らしが良く、山火
事などの監視場所として使われていました。
晴れた日には遠く駒ヶ岳、八幡平、岩手山、四角

岳、十和田山、八甲田連峰など広大な風景を３60
度のパノラマで楽しめます。
また、田代平にある風車群を一望でき、さらに、

秋には紅葉した山裾の奥に十和田湖畔を見ることが
できるなど、四季折々の景色が楽しめます。
近くには十和田八幡平国立公園があり、周辺には、

尾去沢鉱山、大湯環状列石、更には、鹿角市が森林
セラピー基地に認定されたことに伴い「～十和田八
幡平の恵みに抱かれた～水と森の癒し里　かづの」
の各セラピーロードが整備されたり、七滝、小根津
戸の雌滝・雄滝などの景勝地もあり、散策や写真撮
影に訪れる方々が多くなっています。
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お問い合わせ先 

米代東部森林管理署

〒017-0031 秋田県大館市上代野字中岱3-23
電話番号：0186-50-6130 FAX：0186-50-6133

・東北自動車道小坂インターチェンジから車で約30分。
ＪＲ花輪線で大館駅から十和田南駅まで約40分、そこ

から車で約50分。

交通アクセス

登山口から２～３０分と気軽に頂上へ登れます

３６０°の大パノラマが見れる山頂


